
技術・家庭科におけるポール盤作業を題材とした

マルチメディア教材の作成と活用

DeveloplnentandPracticalUseofMultiMediaT℃achmgMaterial

onDrimngMaChineWMmlgatlndustnalArtsandHomeMakinｇＳｕ】MakingSubject

/牧野 亮哉山本 利￣

卜

日本教育情報学会誌「教育情報研究」

第１２巻第２号1996,ｐ33-39別刷



技術・家庭科におけるポール盤作業を題材とした

マルチメディア教材の作成と活用

DevelopmentandHacticalUseofMultiMedia庇achingMaterial

onDrmmgMachineWmnngatlndustlialAItsandHomeMakingSubject

ロ１、ｏ２

山本利--/牧野亮哉

中学校「技術・家庭科」における学習ソフトを，マ

ルチメディアプレゼンテーションソフトウェア“Au‐

molwaJBRclesdo『劃Ｖｅ砲0,,（MacmmedE社）を利用

して作成し授業で活用した。題材として中学校で最も

多く使用されている工作機械であるポール盤を選び，

各種作業内容を文字,静止画動画およ曠声による
説明で行っている。そのソフトを中学生，技術科免許

外教科担任教師に利用してもらい，その反応を調べた。

全ての対象者において，学習内容について高い理解が

得られた。

担任教師の人数が２名から１名に減少している学校が

増加している(福井市内の大規模枝)｡そのため１年

生の木材加工などは，技術科の免許を持たない教師が

担当することが多くなってきている。このようなとき

に注意しなくてはならないこどは；学習指導と共に実

習中の安全指導である。以上のことを踏まえ，ポール

盤を適切に使用するためのＣＡＩマルチメディア教材

の作成を試みた。

２．ＣＡＩソフトの作成手顧【Ⅱ

くキーワード＞マルチメディア、ＣＡＩ，教育用ソフ

ト，教材・教具，ポール盤

今回，使用したソフトWIuu1o『w３１℃BYT6e墨ioml”に

よる教材作成の手順を記す。まず，図１に示すような

アイコンパレット上にある各種アイコンの中から，所

要のアイコンを図２に示すようなデザインウィンドウ１．はじめに

中学校「技術・家庭科」で学習する工作機械の中で，

ポール盤は最も利用頻度の高い機械である。しかし，

その操作方法を一つ債鰹えると大きなけがの原因とな

る。筆者（＊1）の前任枝（福井市明倫中学校）でも，

－番けがの多い工作機械は，ポール盤であった。特に

切りこの処理や材料の固定は，基本的知識がないと簡

単に扱われやすい指導内容で，事故の原因となる。

また，近年生徒数の減少に伴って，中学校の技術科

国
圃
囲

図１アイコンパレット図２デザしﾌﾟﾝｳｲﾝﾄﾞｳとﾌﾛｰﾗｲﾝ
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にあるライン（フローライン）上にドラッグする。必

要に応じて，ドラッグしたアイコンに名前を付け，次

にそのアイコンをダブルクリックする。するとここで，

テキストやグラフィックを描くためのプレゼンテーシ

ョンウィンドウや，各種条件設定などのためのダイア

ログポックスなどが表示される。このプレゼンテーシ

ョンウィンドウに学習内容を作り込んでコースを作成

するものである。そのため，コンピュータの知識があ

まりない者でも，このソフトを利用すると比較的容易

にＣＡＩマルチメディアソフトを作成できる（今回作

今回使用したハードウェア，ソフトウェアの一覧を

示す。

･パーソナルコンピュータ：NECPC9821XsCPU486

l66MH‘,メモリ24K凪

･高解像度モニタ：（17インチ，1024×768256色

１６ドットで使用）

･デジタルカメラ：カシオＱｗ０

･ＯＳ：MicmsoftWindowsVbral

･コース作成ソフト：AuUlorwa1℃PmiessionalVbr2､OfDmP

Windows(Macmmedia社）

･ビデオ取り込み・編集用ソフトiVideofDrWindows

･作図ソフト花子Vbr3､１

成した教材のフローラインを図３に示す)。

3．作成上の留意点

(1)目的の分析および学習順序

ＣＡＩソフトを作成するときには，特に注意すべき

いくつかのポイントがある。－番最初に考慮すること

は，作成するＣＡＩソフトは，どのような対象者が利

用するかを明確にすることである。また，どのような

学習形態で利用するか，学習内容を定着させる上でこ

のＣＡＩソフトがどの段階（導入，展開！まとめ，確

認）で使用するかを＋分検討する必要がある。以上の

ような基本的目的を分析した後，コースウェア（シナ

リオ）の設計に入らなくてはならない。本ソフト教材

は，中学校の１年生を対象とし，班ごとに利用する学

習形態を取り，「木材加工」の作品製作の中でポール

盤を使用することを想定して作成した。

つぎに，学習の順序であるが，初めて使用する場合

は，教師側の指導手順に沿って学習するように作成し

てあるが，２回目からの使用においては，学習者自身

の学習したい項目へ分岐できるように工夫してある

(コースアウトラインを表１に示す)。

②画面作成上の注意図圃

①安易に色を使わない

１画面に，多くの色が使われているＣＡＩソフト図３本教材のフローチャート
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表１コースアウトライン
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刃先の逃げ
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逸げ面

切れ刃

ねじれ角２０～３０

逃げ角12～１５度
先端角118度

マージン（マージン幅）
チゼル角

ドリル先鑑の仕組み

特殊ドリル（文字，音声，動画による脱明）

匿繍i・
電鱗縦顛，
…（工業高校生,大学生対象の項目）

［菫ｉｉ
囲ivjlrとアニメーシ、ンによる･原ﾝディング
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を見ることがある。注意すべき内容は赤,メッセー

ジは黄色，．．・・・のように機能ごとの意味を付

けて使うことは分かるが，１画面に多くの色を表示

する画面が続くと，学習者は色情報の意味が分から

なくなる。その結果’強調したい時に色が使えなく

なる恐れがある。大切なことは，表示して伝えたい

内容が学習者に意図どおりに伝わるか否かである。

その意味で，色の使い方には工夫が必要である。本

ソフトにおける色使い分けの例を示す。

・キーワード:赤，（ただし，図中にある場合：黒

文字に肌色のバックで表現）

･学習を定着させたい内容：黒文字に肌色のバック

で表現

・正答：水色

・不正解：マゼンタ

以上の５色であるが，通常の１画面は３色までにし

てある（通常画面の文字色は２色)。

とする。ハードディスクの無い環境では‘フロッピ

ーディスク２枚までが記憶媒体の最大限であり，ハ

ードディスクにも限りがある。このようなハード的

な制限も頭に入れて作成しなくてはならない。また，

マルチメディアデータは’学習者に対して印象が強

くⅢ学習効果を上げることが期待ができる。しかし

反面，その他の情報の印象が弱くなり，本来伝えた

い情報を伝えられなくなる恐れがある。つまり，学

習者に伝えたい内容のみを，マルチメディアデータ

で作成して提示する必要がある。本ソフト教材の例

を以下に示す。

．「各部名称の学習」には，マルチメディアデータ

を用いず，ポール盤の略図で各部名称を提示する。

各部名称の役割や働きは，確実に定着させたいの

で，音声と文字による提示を行っている。

．「各部名称の確認問題」は，ポール盤の写真（イ

メージデータ）を利用し，最初の図解説明を実物

イメージに合わせて確認させている。

．「下穴の準備」は／手順（フレームの順序）に従

って文字と音声による説明をしている。

．「穴あけの手順」は，最も大切な学習内容である

ので，最初に文字と音声による説明を行い，確認

の意味とより高い学習内容の定着をはかって，動

画（ＶＴＲ）による説明を入れている（写J、)。

．「安全に作業を進める方法」は，穴あけの手１１頂の

時にも簡単に説明してあるが，さらにフレームの

②文字サイズ，フォントの利用

画面に利用する色と同様に，文字サイズ，フォン

トも限定すべきである。直面のバランスにとらわれ

るだけでなく，強調したいときに用いるサイズとフ

ォント，説明文のサイズとフォント，図式の中に入

る文字のサイズとフォントの３種類程度を，適切な

意味を持たせて利用すべきである。本ソフトにおけ

る使い分けの例を示す。

・表題：２４ポイントＦＡゴシック

・基本的単語：２０ポイントＦＡゴシック

・説明文１図中の文字：１６ポイントＦＡゴシッ

ク

以上の３種類を用い，フォントは変更していない

(説明文は，明朝体に変更しても良いと考える)。

③マルチメディアデータ（イメージデータ，動画デ

ータ，音声データなどを，以後マルチメディアデー

タと呼ぶ）の取り扱い方

マルチメディアデータは大容量の記憶媒体を必要 写真１動画と文字による脱明
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順序に従って，文字と音声による説明をしている。

．「ドリル刃先の研究」は，普通ドリルと，特殊ド

リル（普通ドリルの特殊ドリルの比較の学習内容

も含んでいる）に分けてコースを組んであり，特

殊ドリルについては，本ソフトの学習（中学１年

生を対象として，木材加工で利用する）の中心で

あるので，最初に文字と音声による説明を行い，

確認の意味とより高い学習内容の定着をはかっ

て，動画（ＶＴＲ〉による説明を入れている。普

通ドリルについては，主に工業高校生や大学生を

対象の内容にしてある。刃先角118.の一般鋼材

用のドリルの，「各部名称｣，「切削原理」の文字

と図による説明を学習者の興味によって選択でき

るように作成してある。

。「潤滑油の役割」は，主に工業高校生や大学生を

対象としているので，文字と図による説明で行い，

音声や動画による説明はあえて避けてある。

.「作業内容」（ポール盤で可能な加工作業）につ

いては，主に工業高校生や大学生対象なので，文

字による説明を順次に提示しているだけである。

⑨

げ側

'二=＝吾

●ｄ

ｏ

図４普通ドリルの名称（No.1）

、

４．学習のポイント

図５普通ドリルの名称（No.2）
今回開発したＣＡＩソフトは，中学校の１年生を対

象の中心として（工業高校生や大学生を対象とした穴

あけの仕組みを調べる内容も含んでいる）作成した。

このＣＡＩソフトで特に押さえたい内容は，「穴あけ

の下準備｣，「穴あけの手順｣，「ポール盤の安全な使用

方法」である。また，対象者が木材加工の学習中に利

用することを踏まえて，普通ドリル（図４，５）と特

殊ドリルの構造（図６）の比較をこのソフトの学習の

ポイントとした。ドリルの直径がある程度大きくなる

と，板材の裏面にささくれが生じる（写り[２)。この

現象を防ぐために，下板（あて木）を当てて穴あけを

する必要がある。材料が薄いと，あて木を当ててもさ

さくれが生じる。そのために外周部から削り落とすこ

とができる，三つ目状の特殊ドリルが必要であること

図６特殊ドリルの形状

●

を学ばせたいと考えている。以上の学習の中心になる

箇所は，ＶＴＲ（動画）や音声による説明を使用し，
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他の学習内容に対して重み付けを行っている。

本来は視覚から入った活字情報を，学習者自身が能

動的に頭で整理することが望ましいと考える。そのた

めＶＴＲや音声は，その内容の確認と学習内容のより

高い定着を図るために用いている。

|騨総:？…繍澱iii.…Ｉ

図７免許外担任教師に対するｱﾝｹｰﾄ結果

ポール機ＣＡｌｊルノ･アンケート紬来

》I《－ル錠の佑称

穴ihIlのPrl6RI

穴あけの下四

世余な穴あＩｊ

将1811．リル

５．授業実施結果

(1)技術科免許外担任教師に対するの実践結果

1996年５月に福井県内における，技術科の免許外教

科担任教師12名に対して本ソフトを用いてポール盤操

作の研修を実施した。学習形態は，１人１台のコンピ

ュータで各自のペースで学習を行田，アンケートを実

施した。このアンケートから，学習内容に関する質問

は高い理解率を示した。特に，「穴あけの作業手順」

と「特殊ドリル」については，動画による説明が入っ

ているため，分かりやすいと評判が良かった。しかし，

ＶＴＲの画面が小さいことや，動きが不自然（１秒間

に２コマ）であることなどの指摘もあった。アンケー

ト結果を図７に示す。

罰

、 ヌ、 ４０ （Ｄ ＲＯ ＩＩＸＤ

ボール雛ＣＡＩ女子アンケートポｌｉｊｌＬ

’○
311-沁鷺の躬仲

六ｶＷの弔ＩＨＩ

穴あⅡのFWI

U1fWf穴IDIl

fWO1．０１．１

、 ＭⅡ I(１１inｌＩＯＩＩ(lⅡ

|■雁６Ｗ入院圃儒いか心､G桃虎Ｎ'しL分かGMfいい)か｡にぃ

図８授業実践におけるアンケート結果
(2)中学生に対する授業実践結果

1996年６月，福井市社中学校の１年２組,４組の生徒

加入を対象に授業実践を行った。学習形態は，４人か

ら５人で1班を作り，コンピュータに向かって各自の

ペースで学習するものである。生徒たちは，釘の下穴

や，引き出しの取ってを取り付けるためにポール盤を

使用する。そのために本ソフト教材で，木材加工の授

業では必要性が薄い学習内容は省略するにように指示

【:》､
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して学習を進めさせた。アンケート結果（図８）から，

学習内容に高い理解率を示している。本教材ソフトの

使った感想からは，「音がでるのがすごい｡｣，「ＴＶ

(ＶＴＲ）のように画面が動くのでよく分かった｡｣，

｢クイズみたいだ｡｣，「早くポール盤を使ってみたい｡」

と好評の意見が多かった。しかし，免許外担任教師同

様に「直面が見にくい｡｣，「ＶＴＲの動きがガタガタ

している｡｣，「ナレーションの声が聞き取りにくい｡」

などのⅡソフト作成上の問題点を指摘する声もあった。

読まずに耳からの情報収集となり，学習者自身が受動

的に学習内容を受ける傾向があるので，この使い方も

十分な検討が必要である。テキスト画面の文字の大き

さ，色の使い分けについても十分な検討がなされなく

ては！ただきれいな画面を見るだけで終わってしまう。

このことについては，過去にＣＡＩソフトを作成した

教師からの反省でも同意見が多く見られる。このこと

も含めて，ソフトの開発には，コースアウトラインの

設計，表示画面の効果を十分検討して作成する必要が

あると考える。

今後の課題として，ＣＰＵ，解像度などのいろいろ

な理由から，ＶＴＲ映像の取り込み時にいくつかのフ

レームが脱落してⅢスムーズな動きとして再生できな

かったことが挙げられる。また，映像と同時に取り込

んだ音声の音質が落ちたり，別々に取り込んだ映像と

音声を同時に再生しても，音質が落ちたりしたことも

挙げられる。1996年３月にVAuthorwaIePmfessional”

はバージョンアップさｵ1機能が向上した。この新機能

を生かして，さらに使いやすいソフトへと改善してい

きたいと考える。

６．おわりに

今回のＣＡＩマルチメディア教材を作成するにあた

っては，マルチメディアプレゼンテーション用ソフト

`｛Aulhorwm℃PmfessionalVeuZ20'，を利用した。このソ

フトはマルチメディアに対応しており，ＧＵＩ環境で

コースが組めるものである。しかし，動画やフルカラ

ーのデータをむやみに使うと，ソフトの容量が大きく

なり，ＭＯやＣＤ－ＲＯＭ等に書き込まなくてはなら

ないようになる（本ソフトは約18ＭＢ，映像ファイル

は圧縮して約10ＭＢ，合計26ＭＢ)｡｡,現在の中学校のコ
ンピュータ設備を考えると，まだフロッピーで利用す

る手段が一般的であるので，そのことも十分にふまえ

る必要がある。また，動画やフルカラーの静止画は生

徒の目にも印象深く残るため，学習内容を定着させる

ことに適したものである。しかし，その反面活字での

情報を軽視する恐れがある。現に試作したＣＡＩマル

チメディア教材を生徒に利用させた結果は，動画に目

がいき，活字での情報提示の時は，次の直面に行きた

がる傾向を示した。また，音声による説明は，活字を
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